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編 集 後 記
ある科研費班の分担者諸先生が全国から一堂に会 しての ｢研究会 ｣ ｡ 持時間
を延長 して前例 を作られたY先生にな らって登壇 される先生方は次か ら次- と
｢これは私の研究室のD3の人の仕事 ですが｣と就職適令者 の名前 を黒板に大
書｡それが常識にな りかけた頃M先生の番,｢これは私の所の大学院生 とい う
わけではあ りませんが ･-･｣ と黒板に書かれたのは くtschrieffer'' o見
事なタイ ミングで した｡
情報 の洪水の中で,他の方々は一体 どのように対処 してお られ るのか特集 し
てほしい とい うYさんの提案で,アンケー トその他 を集 め本号に塊載 しました
が,本 当には情報は増えてはいないとい うのが大多数 の方の感 じ方｡上の話に
見 られるような態度が非線型的に ｢情報｣を水増 ししている元凶の一つでしょ
う｡ これはどなたの作か存 じませんが --0
書庫の占有速度 が年々増 し.数年後には光速度 を超 えるか も知れないが, こ
れは物理的にみて もありえないことではない｡ なぜなら何 も情報を運んではい
ないのだから｡
現在里帰 り中の数学者 一広中平裕 氏の話 (1月 4日付朝 日新聞 )｢将来数学
の中心は 日本 とい うか,東洋に移 るで しょう｡庭師が時間をかけて庭 をつ くる
よ うにアイマイな予感 の中で新 しいアイデアを考える仕事は東洋に向いている｣ ｡
物理 に もこのようなことがあ りうるのではないでしょうか｡それには正 しい意
味での情報の交換 と,それな りの姿勢が必要だ と思います｡本誌はいたず らに
情報を薄める役割でな く.上に述べたような意味で必要 な母国語による情報交
換 ･討論 とい う重責 を荷 っていると思います｡
(T.0.)
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